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【研究要旨】 三重大学が中心となり「過疎地域等における急性心筋梗塞の急性期治療に関する研究」が
進行中であり、東京都は三重県・愛媛県・石川県・青森県が含まれる過疎地域に対し、対照となる位置づ
けで患者データの集計と解析を進めている。東京都では東京都CCU連絡協議会（東京都CCUネットワー
ク）が既に1978年より急性心筋梗塞に対する緊急治療連携システムを発足し、心血管救急集中治療が可
能な施設を包括する改変を繰り返した。2013年には71施設が参画し、緊急カテーテル治療と合併症に対
するCCU治療を実施できる体制が運営されている。2013年は本研究の2年目であり、東京都の役割として
CCUに収容された4494例の患者登録を現在進行中である。今後、本研究に参加する４県の患者データ
と合わせて解析を進める。 
 
A．研究目的 

東京都に 2013 年に発生した急性心筋梗塞に
ついて、発症から CCU 施設収容ならびに急性
期治療とその転帰について解析を行い、参加４
県の結果と比較検討を行う。 
 
B．研究方法 

東京都 CCU ネットワーク参画 71 施設の急性
心筋梗塞患者の従来からの CCU ネットワーク登
録データから、本研究に用いる項目について分
離し登録を行う。 
 （倫理面への配慮） 
1982 年より東京都で行われているコホート研究
であり、各施設での承認は済んでいる。データ
集計にて各個人データは姓名等の個人を識別
できるデータは既に末梢されて登録されており、
本研究への参加時には個人 ID に関しては完全
に匿名化されている。 
 
C．研究結果 

東京都にて発症し 71CCU 施設より集計され
た急性心筋梗塞患者は 4494 例であった。うち
228 例が30日にて死亡しており、死亡率は 5.1%
であった。詳細な解析は今後の詳細データ集計
後に行われる。 
 
D．考察 

東京都は夜間人口1301万人であり、2/3 が23
区内の商業・居住地域、1/3 が多摩の居住・田
園地域である。ここに発生する急性心筋梗塞の 
発症から急性期治療に関する解析は、国内の４
県が主となる過疎地域等に発生する急性心筋
梗塞と差異があるか、また発症から心血管救急 

 集中治療施設への搬送と実施された診療の違
いが、治療成績と関与するかを検討する。東京
都は都市部の代表であり、比較検討の対照とし
て重要な位置づけとなる。詳細な解析を進め
る。 
 
E．結論 

全国４県と過疎地域と東京を代表とする都会
における急性心筋梗塞の急性期診療体制とそ
の転帰の解析は有用性が高いと考えられる。 
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